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研究成果の概要（和文）：本研究は、ネットワーク組織が企業家のネットワーク形成と社会関係資本の獲得に与
える影響について探究する。そのため、先行研究が扱ってこなかった問題に取り組む。すなわち、ネットワーク
組織の構造や活動頻度が、構造的隙間の橋渡しによる企業家ネットワークの形成にどのような影響を与えるか、
ネットワーク組織内の規範や組織活動に対して、企業家の参画・貢献を通じた信頼関係の構築が、社会関係資本
の獲得にどのような影響を与えるか、という問題を明らかにする。そのうえで、ネットワーク組織が企業家のネ
ットワーク形成と社会関係資本の獲得にどのような影響を与えるかを説明する理論構築及び実証に貢献すること
を本研究は意図する。

研究成果の概要（英文）：In this research, the influence by which a network organization gives it to 
entrepreneur's networking and acquisition of the social capital is explored. It is composed of two 
sub- themes. One is “What kind of influence do the structure of the network organization and the 
activity frequency have on formation of an entrepreneur network by bridging in a structural gap?” 
Second is “What kind of influence does building of relationship of mutual trust through 
entrepreneur's participation and contribution in the network organization and organization activity 
have on acquisition of the social capital?” This research intends to contribute to the theory 
construction and the proof which explain what kind of influence a network organization has on 
entrepreneur's networking and acquisition of the social related capital on it.

研究分野：国際経営論

キーワード： ネットワーク組織　企業家ネットワーク形成　構造的隙間　社会関係資本　中華総商会

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、社会ネットワーク理論を理論的基盤として用い、ネットワーク組織による企業家のネットワーク形成
と社会関係資本の獲得に対する影響について検討し、以下の結果を得た。①連結ピン組織としての機能を有する
ネットワーク組織は、ネットワーク構築の度合いと組織活動の頻度は高いほど、ネットワーク組織に参加する華
人企業家に対してネットワークの構造的隙間を橋渡しする、仲介の役割を果たす。②会員同士が互酬的に行動す
る組織規範に従うことが期待されるため、企業家がネットワーク組織の組織活動に参加すると同時に、運営に参
画・貢献する度合いが高いほど、信頼関係の構築による社会関係資本が獲得できることが示唆された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
社会ネットワーク(Social Network)に関する社会学分野の研究では、人と人、あるいは組織
と人、組織と組織といった社会単位の繋がり方(ネットワークの構造)と、それからもたらされ
る利得(社会関係資本: Social Captal)を明らかにしてきた。社会の複雑性を低減するメカニズム
として信頼を捉え、それを支えるためには相互に相手の行動が自分に利益を齎すことを期待す
る信頼が必要で、このような互酬性が社会規範となる。社会関係資本は、社会ネットワークか
ら得られる重要な資産であり、信頼関係の構築を基礎として、互酬的な活動によるメンバー間
の協力や情報提供、精神的なサポートなどのやり取りが行われる。 
経営学分野でも、社会ネットワークに関する社会学研究を応用する試みがなされ、企業家活
動を中心に据え、社会ネットワークを通じた社会関係資本の獲得に着目した研究が行われてき
た。しかし、社会ネットワークのどのような構造や特徴が企業家間のネットワークの構造的隙
間を橋渡しするか、また、社会ネットワークのどのような働きかけを通じて企業家に対して必
要な情報や資源、心理的な支援といった社会関係資本がもたらされるか、という疑問が生じる。
また、企業家の社会ネットワークの構造や特徴を複合的に分析するには至っていない。そのた
め、社会ネットワークが企業家の社会関係資本の獲得に与える影響に関して十分に検討を行う
必要が生じていた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、ネットワーク組織が企業家のネットワーク形成と社会関係資本の獲得に与える影
響について探究する。そのため、先行研究が扱ってこなかった問題に取り組む。すなわち、ネ
ットワーク組織の構造や活動頻度が、構造的隙間の橋渡しによる企業家ネットワークの形成に
どのような影響を与えるか、ネットワーク組織内の規範や組織活動に対して、企業家の参画・
貢献を通じた信頼関係の構築が、社会関係資本の獲得にどのような影響を与えるか、という問
題を明らかにする。そのうえで、ネットワーク組織が企業家のネットワーク形成と社会関係資
本の獲得にどのような影響を与えるかを説明する理論構築及び実証に貢献することを本研究は
意図する。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、インタビュー調査、質問票調査による統計分析という多様な方法を用いて行われ
る。ネットワーク組織が企業家のネットワーク形成と社会関係資本の獲得に与える影響を明ら
かにするためには、2 つのサブ・テーマに分けて研究を進めた方が効果的だと思われる。それ
ゆえに、研究期間の前半で「ネットワーク組織の構造や特徴と企業家ネットワーク形成に関す
る研究」を分析し、後半で「ネットワーク組織内の互酬性規範・信頼と企業家の社会関係資本
の獲得に関する研究」を分析する。前・後半とも以下のような方法で研究を行う。まず先行研
究のレビューから命題を構築し、インタビュー調査により命題を検証する。先行研究及びイン
タビュー調査の結果を検討し、検証可能な仮説を導出する。導出された仮説は、インタビュー
調査によりより精査して検証する。最後に、2 つのサブ・テーマの分析結果の統合を図り、理
論構築を図ることとする。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)研究成果の概要 
サブ・テーマ①「ネットワーク組織の構造や特徴と企業家ネットワーク形成に関する研究」
については、ネットワーク組織の構造と活動を構成する要素、構造的隙間の橋渡しによる企業
家ネットワーク形成に与える影響を変化させるモデレータの抽出と、中華総商会の組織構造と
活動についてのデータベースをもとに、シンガポール、マレーシア、香港の 3つの中華総商会
について比較する実証分析を実施した。中華総商会は、華人企業(家)と業種別組織が主たる構
成員となり、華人系団体、商工団体、社会団体、政府などとの緩やかな関係を幅広く持つ。そ
のような連結ピン組織が、国内・海外との組織間ネットワークを形成する活動を頻繁に行って、
会員企業家が国内外との組織的、個人的ネットワークを形成できるチャネルと機会を提供して
いる。以上の事から、中華総商会のネットワーク構築の度合いと組織活動の頻度は高いほど、
ネットワーク組織に参加する華人企業家に対してネットワークの構造的隙間を橋渡しする、仲
介の役割を果たすことを明らかにした。 
サブ・テーマ②「ネットワーク組織内の互酬性規範・信頼と企業家の社会関係資本の獲得に
関する研究」では、まず日本中華総商会の事務局、ならびに世界華商大会での華人企業家に対
するインタビューから、中華総商会では、会員同士が互酬的に行動する組織規範に従うことが
期待されるため、華人企業家が中華総商会の組織活動に参加すると同時に、運営に参画・貢献
する度合いが高いほど、信頼関係の構築による社会関係資本が獲得できるとの仮定立てること
ができた。他方で、複数の中華総商会を比較したり、質問票調査による統計分析による実証ま
では十分に研究を進めることができていない。サブ・テーマ②については、2019 年度に継続し



て調査研究を行う予定であり、成果がまとまり次第論文等で公表する計画である。 
 
(2)2015 年度の研究成果 
2015 年度は、「ネットワーク組織の構造や特徴と企業家ネットワーク形成に関する研究」を
進めてきた。まず、社会ネットワークと企業家活動に関する社会学ならびに経営学の先行研究
のレビューを行い、ネットワーク組織の構造と活動を構成する要素、構造的隙間の橋渡しによ
る企業家ネットワーク形成に与える影響を変化させるモデレータを抽出するようにした。次に、
中華総商会の組織構造と活動について、データベースを構築した。ネットワーク構築の度合い
と組織活動の頻度を異なる複数の中華総商会間で比較するため、それらが相対的に高い香港、
シンガポールと、相対的に低い日本、インドネシアとを比較できるよう、整備した。実証研究
の準備として、中国山東省青島市において、中国家電メーカーである海爾集団と海信集団での
インタビュー調査を行った。 
それと併せて、本研究と関連した研究調査の成果を論文にまとめ、松野周治・今田治・林松
国編著(2016)『東アジアの地域経済発展と中小企業』晃洋書房に、「第 6章 日中ビジネスの深
化と中小企業の中国経営」として収録された。加えて、研究成果の学術発表と社会還元の一環
として 3回の研究報告を行った。 
 
(3)2016 年度の研究成果 
 2016 年度は、「ネットワーク組織の構造や特徴と企業家ネットワーク形成に関する研究」を
行った。具体的には、ネットワーク組織の構造と活動を構成する要素、構造的隙間の橋渡しに
よる企業家ネットワーク形成に与える影響を変化させるモデレータの抽出と、中華総商会の組
織構造と活動についてのデータベースをもとに、シンガポール、マレーシア、香港の 3つの中
華総商会について比較する実証分析を実施した。中華総商会は、華人企業(家)と業種別組織が
主たる構成員となり、華人系団体、商工団体、社会団体、政府などとの緩やかな関係を幅広く
持つ。そのような連結ピン組織が、国内・海外との組織間ネットワークを形成する活動を頻繁
に行って、会員企業家が国内外との組織的、個人的ネットワークを形成できるチャネルと機会
を提供している。以上の事から、中華総商会のネットワーク構築の度合いと組織活動の頻度は
高いほど、ネットワーク組織に参加する華人企業家に対してネットワークの構造的隙間を橋渡
しする、仲介の役割を果たすとの仮説を導出した。 
以上の研究成果を、学術報告と論文執筆を通じて公表した。 
 
(4)2017 年度の研究成果 
2017 年度は、「ネットワーク組織の構造や特徴と企業家ネットワーク形成に関する研究」を
継続するとともに、「ネットワーク組織内の互酬性規範・信頼と企業家の社会関係資本の獲得に
関する研究」に着手した。具体的には、前者については、ネットワーク組織構造と活動を構成
する要素、構造的隙間の橋渡しによる企業家ネットワーク形成に与える影響を変化させるモデ
レータの抽出と、中華総商会の組織構造と活動についてのデータベースをもとに、日本、カナ
ダ、インドネシアを追加して実証分析を実施した。後者については、企業家のネットワーク組
織運営への参画・貢献度と、信頼関係の構築による社会関係資本が獲得との関係に関する命題
を構築するため、先行研究を丹念にレビューをした。そのうえで、ネットワーク組織内の規範、
企業家の組織活動への参加、参画、貢献する度合いと、信頼構築による社会関係資本の獲得へ
の影響を複数国で比較するため、2017 年 9月に「第 14 回世界華商大会」(ミャンマー・ヤンゴ
ン)に参加した参与観察と、日本中華総商会の会員を中心にインタビュー調査を実施した。 
 
(5)2018 年度の研究成果 
2018 年度は、「ネットワーク組織の構造や特徴と企業家ネットワーク形成に関する研究」と、
「ネットワーク組織内の互酬性規範・信頼と企業家の社会関係資本の獲得に関する研究」を同
時並行的に推進した。 
前者については、ネットワーク組織構造と活動を構成すると要素、構造的隙間の橋渡しによ
る企業家ネットワーク形成に与える影響を変化させる要因を、シンガポール、マレーシア、香
港、日本の 4か国の中華総商会の組織構造と活動についてのデータベースをもとに、各中華総
商会の創設経緯と設立目的、2007～2017 年の 10 年間にわたる年次目標や活動計画と、実際の
活動実績を分析した。その結果、中華総商会の所在国における華人の政治的・経済的位置づけ、
創設経緯と設立目的の相違に応じて、組織構造と年次目標や活動計画に関わる意思決定、なら
びに実際の活動内容が影響を受けることが、また、華人企業家のネットワーク形成においては、
中華総商会と他組織間の組織観関係の形成で相違が見られ、対外的な企業家ネットワークの形
成において影響を受けることが明らかになった。 
 後者については、企業家のネットワーク組織運営への参画・貢献度と、信頼関係の構築によ
る社会関係資本が獲得との関係に関する命題を構築するため、先行研究を丹念にレビューをし
た。そのうえで、ネットワーク組織内の規範、企業家の組織活動への参加、参画、貢献する度
合いと、信頼構築による社会関係資本の獲得への影響を複数国で比較するため、2017 年 9 月に
「第 14回世界華商大会」(ミャンマー・ヤンゴン)での参与観察と、日本中華総商会の会員を中
心にインタビュー調査を基に、分析を進めている。 



両者の研究成果については、2019 年中に学術論文としてまとめ、投稿する予定である。 
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